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【技術の概要】 

本技術は、コンクリート床スラブの上フランジ

拘束効果を活用して、鉄骨梁の横座屈補剛を行う

工法である。シアコネクタ(頭付きスタッド)によ

って床スラブと鉄骨梁の上フランジが結合され

ることにより、鉄骨梁は横座屈補剛された梁と同

等として扱うことができる。 

 

【技術開発の趣旨】 

鉄骨梁の上フランジが床スラブ等により拘束

を受けている場合、高い横座屈補剛効果が得られ

ることが一般に把握されている。本工法はその知

見を活かし、設計における横座屈補剛材を省略し

合理的な設計を可能とさせ、細かな納まり省略に

伴う施工性の向上を意図して開発されたもので

ある。本技術は、鉄骨梁と取合う床スラブと頭付

きスタッドが一定の条件を満たす鉄骨梁の横座

屈補剛効果を要素実験、実大架構実験および数値

解析を通じて検証した工法であり、申込者独自の

工法として開発されたものである。 

 

【性能証明の内容】 

本技術についての性能証明の内容は、以下の通

りである。 

申込者が提案する「神戸製鋼所の鉄骨梁横座屈

補剛工法 設計・施工指針」に従って設計・施工

された床スラブ付き鉄骨梁は、以下の性能を有す

る。 

（1）許容曲げ応力度 fb を許容引張応力度 ft

と同等として扱うことができる。 

（2）保有耐力横補剛された梁と同等として扱

うことができ、終局曲げ強度は鉄骨梁の

全塑性モーメントMpとすることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本技術の問合せ先】 
株式会社神戸製鋼所鉄鋼アルミ事業部門 厚板商品技術部 担当者：伊藤 冬樹 E-mail：ito.fuyuki@kobelco.com 

〒141-8688 東京都品川区北品川 5-9-12                   TEL：03-5739-6261 FAX：03-5739-6934 

頭付きスタッド 鉄筋コンクリートスラブ
または合成デッキスラブ

H形断面梁

床スラブ･スタッドによる
上フランジの水平拘束

床スラブ･スタッドによる
上フランジの回転拘束

図 概要図

図 塑性変形倍率と横座屈細長比の関係
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図 1 概要図 

図 2 塑性変形倍率と横座屈細長比の関係 


